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三
野村幸正著
新・心理学試論
『生きるもの•生きること』
本書は、野村氏の前著『サバイバル・サイコ
ロジー一生存と認識からの出発』（井上氏と
共著、福村出版、 1985)を抜本的に改訂し、こ
の度は単著として書き下ろした新版である。そ
福村出版 (1992.11) 
せん。その種の情報を提供できないのであれば、
その教育それ自体を問題にすべきです」と激し
く語り、 「しかもそこで展開される知識は、あ
くまでも私自身の“身体"を通したものでなけ
の間に氏は、念願のインド留学をすでに果たし、 ればなりません」と、教授者に血肉化した知識
その折、生き身で受け止めたインドとその風土、 の全人格的な伝授の必要を力説する。一般教育
人々の生きざまを改めて反舞しながら、すでに においてはなおさら、特殊化した専門分野の諸
2巻の著作を上梓している。一つは『知の体得 知識を精選して普遍化し、とりわけ人間化しな
一認知科学への提言』（福村出版、 1989)、一つ ければならないのである。
は『関係の認識ーインドに心理学を求めて』 こうした立場からすると、昨今ポピュラーな
（ナカニシャ出版、 1991)である。いずれも氏 多くの心理学の教科書は、幾多の共著者の手で
のインド体験が通し柱となっている。 効率的に仕上げられたミニ・ハンドプック風の
さて、編集者より今回書評を依頼された標掲 概説書であって、そこには、これから新しく心
の新著は、大学設置基準が改定されて、目下改 理学を学ぼうと胸ふくらむ青年に訴えかける何
革に揺れる一般教育の今後のあり方を見据えな かが欠けている。それらは、 「残念ながら終始
がら、しかも改革の一般論に随せず、心理学の 一貫したテーマ、さらに言えば思想がなく、ほ
担当者として自ら責任の一半を担う実践の立場 とんどのものが事実の羅列といった域を出てい
から世に問うた力作である。序章に「専門から ない」代物ということになる。 「新・心理学試
教養、そして専門へ」 (13~22頁）という長文 論」と銘打った本書は、昨今のそうした風潮に
を敢えて配した意図は、そこにアクセントをお 敢えて一石を投ずる‘‘実験”の一著とも言える
いての所作である。序章のみならず、本書の章
節全体が「です・ます」調で綴られているのも、
一般教養の受講生に親しく、しかしまた厳しく
語りかけたい著者の燃える内心の現われであろ
う。
その序章で氏は、大学教育の内容は「単に学
生が知らないというレベルでの、相対的な新し
い情報ではなく、あくまでも講義担当者自らの
専門分野における最新の情報でなければなりま
であろう。
そもそも心理学は如何にあるべきか。第 1章
の「生きられる世界とこころ」、そして第2章
の「新・心理学試論」では、先ずこのテーマが
論じられる。その論旨は、先般のインド体験、
それ以前のアカデミズムの研究実践を共に濾過
して折出された、現時点での著者の心理学観で
ある。 「生きられる世界はかかわりから規定さ
れるのです」と述べる氏は、かかわりの真っ只
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中にある主客未分の一体化を「寂」と把える。 「私の科学」の可能性を開き、一回性の「臨床
そしてその寂が破られ、主客に区別がつくとこ の知」に通底する相互主観的、共通感覚的な境
ろから「かかわり」の世界が繰り広げられる。 域である。自己知を求め、未知を構想して生き
いわば寂の亀裂に意識が萌し、そこにかかわり ねばならない現実の人間の心理（こころ）を全
の相関項として対象と自我が立ち現われるので 体として解明するには、 「近代の知と臨床の知
ある。 は互いに排除しあうものとして捉えるのではな
ところで現代の科学的心理学は、その根底に
「事象は繰り返し生起する」という前提をおい
ている。だからこそ実験的方法を鑑として因果
法則を探究し、こころの働きを説明する普遍的
理論の樹立をめざす。だが、 「生きるもの一般
ではなく私の‘‘生きること”となりますと、あ
くまでもそれは一回限りのもので実験の発想と
はまったく異質のもの」たらざるをえない。そ
れ故、 「一回限りのものごとに法則を適用する
く、 . . . この二つの知を合わせ持つ必要」が
あることになる。
著者が試みる新・心理学の目的は、従って、
「生きるものについての心理学的知見を展開し
つつ、そこに自らの生きることを考える一つの
機会を提示すること」にあり、本書の第3章以
降は、そのための具体的論述となっている。紙
幅に限りがあり、ここでは、第3章から終章
（第12章）までの目次を章立てのみ紹介してお
ことはできません」ということになる。生きる こう。すなわち、 「生きるものを支えるメカニ
営みの刻々は、過去に規定される因果的再現で ズム」、 「外界を捉える一感覚・知覚能力」、
はなく、未来に向かって自らを構築する「創 「かぎりなき発達」、 「知能を超えた知恵」、
発」のステップである。そうした生の展開を心 「技能としての文化」、 「無意識の世界ーフロ
理学は元来どう把握すべきなのか。著者の心理 イトとユング」と続き、 「心の構造ーユングの
学観にとっては、まさにそこが試金石となる。 類型論」で結ばれている。
因果法則によって説明のつく「閉ざされた 互いに隣席の同学知友として私は、いつも野
系」から、かかわりと創発の「開かれた系」へ 村さんの著作の行間に、氏の生きる姿勢の誠実
と心の探究を飛躍させるために、我々は一体ど な照り返しを感じる。著者の実生活と作品の美
う考え進めなければならないか。一つのヒント 辞麗句に乖離ある例を想えば、氏の純真にここ
が荘子の「知魚楽」に読み取れる (48~49頁参 ろ打たれる。野村さんの次作にいまや一段の期
照）。濠に遊泳するハヤの楽しみが分かるや否 待を寄せるとともに、私自身、己が心理学の営
やをめぐって荘子と恵子が交わす問答の核心に、 みとその方法論的根底へ、なお省察を深めねば
対象化の分別知を越えた、従ってまた言語の規
定を超えた境域が垣間見られるが、そこには自
他相互浸透の世界が顔を覗かせている。そこは、
ならないと思う。本書を播くとき、そうした思
いに駆られるのは私だけではあるまい。
（中島巖）
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